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種の記録 

Camptandriidae ムツハアリアケガニ科 

Camptandrium sexdentatum Stimpson, 1858 

ムツハアリアケガニ（写真 1） 

標本 徳島県立博物館節足動物標本（TKPM-AR）

3569，1♀，甲長 5.4mm，甲幅 7.0mm，浦尻川（厚生

橋約 25m 上流左岸，高知県土佐清水市浦尻），2026

年 1月 7日，山川宇宙・京谷蒼馬採集． 

種の特徴 

甲はやや横長の六角形で，心域等に隆起がある．前

側縁に眼窩外歯を含めて 3 歯を有し，甲の中央に位

置する 3 番目の歯は両側に突出する．甲や脚は長い

毛に覆われる．歩脚の先端は鋭い．以上の特徴が，

三浦（2008）のムツハアリアケガニの標徴と一致したた

め，本種に同定された． 

備考 

本種は，国内では宮城県以南の軟泥質の干潟に局

所的に生息し，かつ埋立などによる生息地破壊が進

行していることから，「干潟の絶滅危惧動物図鑑－海

岸ベントスのレッドデータブック」では準絶滅危惧に選

定されている（逸見，2012）．高知県では高知市（浦戸

湾と流入河川）および須崎市（桜川），黒潮町（蛎瀬

川），四万十市（四万十川）から記録されているが（酒

井・細木，2002；町田ほか，2004；町田・佐藤，2015；

町田，2018），個体数が減少しており，絶滅危惧Ⅱ類

に選定されている（町田，2018）．本研究により浦尻川

から得られた 1 標本は，本種の土佐清水市初記録と

なる．調査時には他にも本種 9個体が確認されたが，

泥底は僅か 15m2 程の面積であり，本種の生息は危

機的状況にあると考えられる．今後，泥底が失われな

いような対策が求められる． 
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(Uchu Yamakawa, Soma Kyotani and Takaaki Shimizu. 2026. 

Camptandrium sexdentatum (Camptandriidae) collected from 

the Urajiri River, Kochi Prefecture. NS Fieldnote, 26002)

写真１ Camptandrium sexdentatum ムツハアリアケ

ガニ（TKPM-AR 3569） 
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